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しらべた理由

「アリジゴク」という名前がおもしろく、

どんな生き物かしらべてみたいと思ったから。



しらべる方法

①本でしらべる

②アリジゴクをつかまえて、

かんさつする



アリジゴクとは？

ウスバカゲロウ
の幼虫のこと。

（2019年図書館にてさつえい→）



特ちょう

アリジゴクは、

巣あなのそこで、アリなど
のえものが落ちるのを待ち、

つかまえる。

えもの

ぱくっ



つかまえるには

アリジゴクは、

木の下や家のゆかの下など、

かわいたすな地にいる。

何回かさがしたら、

見つけることができた。

（2019年図書館にてさつえい→）



飼ってみた

糸をたらすと、
えさとかんちがいした
アリジゴクが顔をだす。

（2019年図書館にてさつえい→）

かんさつしたよ！



分かったこと･感想

＜分かったこと＞

アリジゴクは、ウスバカゲロウの幼虫の

ことだと分かった。

＜感想＞しらべてみて、「アリジゴク」の

名前は、アリが巣に落ちる様子からつけら
れたのかなと思った。
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